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Abstract
In the field of surround Acoustic production, a theory on microphone location developed by
Mr.Hamasaki prevails in reference to a 5.0 method surround recording system.  In the actual produc-
tion site, the so-called “one-point pickup” system whereas a recording microphone is usually set up at
a possible ideal place.  To attain this goal, a sophisticated microphone system has been developed and
put on the market today.  Unlike this one-point pickup system , I conducted a surround recording from
the location facing the wall inside the hall and carried out the 5.1 surround reproduction based on the
various elements gained through the experiments,  Following is an assessment of the successful results
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5.1 での制作が開始されるよりずっと以前、すなわち 1973 年の初めに頃よりレコード各社
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で 4チャンネル・レコード（QUADRAPHONIC RECORD）が発表された。CBS／ SONYの
SQ方式 4 チャンネル、東芝音楽工業の QS方式 4 チャンネル、日本ビクターの CD4 方式 4
チャンネル等である。再生は前 2＋後 2のスピーカーでの 4チャンネルであり、前方は通常
のステレオ再生と同じものに後方左右にスピーカーを 1つづつ足したものであった。












































































図 2 SQ4 チャンネルステレオシステム
確定しようとするものである。
客席後方のマイク（全指向性＝無指向性）はアンビエンス収音用で、非公開の場合は客席



























10dBエネルギーが低下するその傾斜から求めた EDT（Early Decay Time）として発表された

































DVDの規格については 1994 年に提唱され、ソフトとして市場に出現したのは 1997 年で
ある。これは映像伴う DVDソフトであり多くは映画ソフトである。CDの 7 倍以上の容量
を持つ DVDの規格にオーディオ信号のみをいれようという発想は最初から存在し 1996 年
の段階では規格の検討が盛んに行われた。音声部分の規格には開発したドルビーの AC-3 圧
縮信号を中心にリニアー PCM規格まで 4 つが存在するが、第一番目が AC-3 圧縮信号での
5.1 サラウンド音声である。この方式を用いて映画の音声が 5.1 対応として市場に現れてき








そのため 2004 年 2 月の実験ではフロントスピーカー（Lまたは R）との角度を 110ºから



























































収録収録用として生産されているものの多くは 5.1 の 0.1 のサブウーファー用の信号をわざ
わざ作り出すことをしていない。サブウーファー用の超低域信号は 5.0 の 5 つの信号の 150
ないし 200Hz以下の信号をフィルターで切り出してそれを単純に 1 ： 1 でミキシングして
0.1 用としている。事実、上記の演奏グループのうちクラシックの歌曲では 0.1 はほとんど
機能していない。
これは例年 1月 1日にオーストリアのウイーンで開かれている「ニューイヤーコンサート」
の収録が 0.1 は不必要と判断して 5.0 で収録し商品化もされている。（ちなみに、このコンサ




よるマイクアレンジを行い、5.1 成分については 5.0 サラウンドとしてのみ収録を行った。
5.0 収録用マイクロホンは次の 2種類である。
① EARTHWORKS社製 5.0 サラウンド収録マイクロホンシステム













































































これは十分予測できたことであり、事実 DVD市販ソフトの 5.1 サラウンド収録と称して






























































このサラウンド収録と実験結果は 2004 年 2 月に喜多方市の喜多方プラザ文化センターで











④　FBSR会第 16 回研修会資料　半田健一（2004. 2/5 ～ 6）
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